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紹 介 議 員  

三 田   登 議員  菅 野 文 男 議員 

伊 原   忠 議員 

請 願 要 旨 

 日頃、八千代市民の暮らしと営業を守るため努力されております貴職に敬意

を表します。 

 八千代市が１１月１８日、高津支所近隣自治会長を対象に開催した高津支所

説明会で、市は現在の検討の方向性として、①支所：八千代緑が丘駅周辺の設

置について検討。②連絡所の設置について検討。と表明しました。この説明

に、検討だけでは残ることが明確でなく「高津支所がなくなるのではないか」

と心配する声が地域に充満しています。 

 高津支所は、高津団地と周辺の住民生活にとって欠かすことのできない施設

です。特に周辺地域の高齢化に伴い、その重要性が再認識されています。その

理由として、昨年、運転免許証を返納された方が多いこと、家賃の減免手続き

など高齢化に伴い支所を使用する頻度が増加したこと、ぐるっと号もなくな

り、市役所へのバスもなく、八千代緑が丘駅へのバス本数も減りました。 

 また、少しの移動でも大変な高齢者が増加しています。 

 令和元年度主要施策の成果に関する報告書では、市内７カ所の支所及び連絡

所のなかで、高津支所の事務取扱件数が最も多いことからも、高津支所は地域

住民にとって必要とされている施設であることがわかります。 

 高津団地自治会から、八千代市長宛の「要望書」が提出されています。ま

た、上記「説明会」では、高津支所の存続を求めた声が多かったと伺っていま

す。 

 以上のことから、八千代市議会が高津支所存続を議決していただきたく請願

致します。 

 


